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及
び
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出
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遺
構
の
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要

上
郷
岡
原
遺
跡
は
、
群
馬
県
の
北
西
山
間
部
に
あ
る
吾
妻
郡
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
利
根
川
支
流
の
吾
妻
川
中
流
の
右
岸
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。

調
査

の
結
果
、
天
明
三
年

全

七
仝

一し

の
浅
間
山
大
噴

火
に
よ
っ
て
発
生
し
た
泥
流
に

よ
っ
て
埋
没
、
破
損
し
た
家
屋

や
畑
地
な
ど
を
検
出
し
た
。
家

屋
跡
か
ら
出
土
し
た
大
量
の
建

築
部
材
は
、
当
該
期
の
家
屋
の

構
造
や
間
取
り
を
知
る
上
で
良

好
な
資
料
で
あ
る
。

木
簡
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
Ⅲ
区

一
面
二
号
建
物
か
ら
出
土
し
た
墨
書
の
あ

る
建
築
部
材
二
点
で
あ
る
。
他
に
丼
桁
を
九
で
囲
ん
だ
記
号
が
焼
印
で
押
さ
れ

た
部
材
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
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①
は
、
句
を
書
き
付
け
た
も
の
。
②
は
太
く
大
き
な
墨
痕
が
残
る
が
、
字
数

や
内
容
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
端
部
に
木
釘
を
打

っ
た
孔
が
開
け
ら

れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
場
所
も
し
く
は
器
物
に
固
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
具
体
的
な
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、

群
馬
県
勢
多
郡
富
士
見
村
文
化
財
指
導
委
員
の
中
束
彰
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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〇
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年
）

（高
島
英
之
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